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１　単　　元　　おいしいやさいになあれ

２　指導計画（総時数11時間）　　

３　本　　時（６／ 11）

　⑴　目標

　つるや葉，花の特徴などを観察したり，気付いたことを情報交換したりすることを通して，野

菜の特徴や変化に気付くようにする。

　⑵　評価規準と評価の視点

　　　野菜の特徴や変化の様子を諸感覚を使って観察し，気付いたことを伝えようとしている。

　　　《評価の視点》

　　　　○　ミニトマトは，小さくて黄色い花が咲くんだな。

　　　　○　野菜によって葉っぱの形や大きさが違うんだな。

　　　　○　お世話を頑張ったから野菜が大きくなったんだな。

　⑶　指導に当たって

　 「であう・みつける」活動では，野菜クイズをすることで，野菜の特徴に着目できるようにす

る。また，これまでの子どもの世話の様子を称賛し，野菜が順調に成長していることに気付かせ

たり，育ててきてよかったなという思いを高めたりすると同時に，自分の育てている野菜につい

て，まだ知らないことがあることに気付くようにする。

　 「かかわる」活動では，まず，虫眼鏡を使ってじっくり観察したり，触ったり，においを嗅い

だりする活動を行い，諸感覚から生まれた気付きを付箋紙に書くようにする。次に，書いた付箋

紙を，諸感覚に分類した「見える図」（分類図）に貼り，小集団での交流を行うようにする。また，

「学び合い」の充実を図るために，小集団での話合いの仕方を提示し，自信をもって自分の考え

を伝えたり，相手の考えを最後まで聞いたりすることができるようにする。

　「つたえあう・つなげる」活動では，「見える図」（分類図）を振り返り，気付いたことを発表

したり称賛したり価値付けたりするとともに，これからの栽培活動への意欲付けや野菜への愛着

を高めていくようにする。

授業Ⅱ

２年３組　28名　指導者　　福　元　浩　子

生活科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　付箋紙を使って思考を可視化し，気付きを諸感覚ごとに分類する活動は，思考力・判断力・

表現力を育成する手立てとして有効であったか。

○　小集団での交流は，気付きの質を高める手立てとして有効であったか。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　 指導の手立て　※評価
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